


発刊にあたって

出雲弁は、わたしたちの暮らしの中で語り続けられた言葉です。し

かし、社会環境の変化の中で、その素朴な語りを受けつぐ者も徐々に

少なくなってきました。そのような折り、出雲弁話者が「宍道町ふる

さと伝承人」に選定されたのを契機に、有志が集い、藤岡大拙、木幡

修介、川島光雅各氏を顧問に宍道・出雲弁保存会が発足しました。

保存会では、出雲弁の園遊会、学習会、スピーチ大会など、多彩な

催しをとおして、出雲弁のもつ独特のイントネーションを楽しむとと

もに、出雲弁の歴史や文化を学び、後世に記録として伝えていこうと

も考えています。

「くらしの中の出雲弁」は、くらし言葉である出雲弁を、出雲人の

暮らしをとおして語らせるという試みです。脳裏に残るかつての暮ら

しぶりを、出雲弁をとおして復元・記録する試みでもあります。その

意味で、本書は出雲弁や出雲人の日常を後世に伝えていくための一里

塚です。素人編集で行き届かない点も多々あろうとは思いますが、少

しでも出雲弁を楽しんでいただき、愛着を持っていただければ幸いです。

作成にあたっては、藤岡大拙先生、友定賢治先生の指導を受けつつ、

多くの保存会会員の皆様のご協力のもとで編集することが出来まし

た。心よりお礼を申し上げます。

宍道＠出雲弁保存会

会長 日次 実
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くらしの中の出雲弁

出雲弁は人々のくらしの中から生まれてきた言葉です。オンボラと

した語り口は古代からの出雲文化を今日まで語り継いできた言葉でも

あるのです。 21世紀、人々は地球を駆けめぐり、英語など少数の言語

で情報が飛び交かう中、日本の一方言である出雲弁の生粋話者は徐々

に少なくなってきました。本書は「出雲人の一生」や「出雲人の年中

行事」でみられる様々な習俗を取り上げ、その一場面を出雲弁で紹介

します。民俗紹介やそこで語られる出雲弁は島根県八束郡宍道町での

事例を参考としました。時代設定も概ね昭和10～30年頃の家庭での会

話を想定してみました。

＊民俗紹介は、『宍道町史通史編下巻』で山μ宥節枝さん、品川知彦さんが調査さ

れた事例等を参考としました。出雲弁の会話は太田実さんの原作をもとに、宍道

・出雲弁保存会役員会でまとめました。写真は本文と直接の関係はありませんが、

故長富利助さんが昭和10年代頃に撮影された宍道町内の風景などを掲載させてい

ただきました。そこで語られた言葉も出雲弁だったのでしょう。

1 ＇出雲人の一生

「名付け」は生まれてから一週間以内でなされるのが一般的で、

お七夜に名付け祝いをしました。名前は子の父親や祖父が付ける

場合が多かったようですが、地元の知識人や神職、親戚の者に頼

む場合もありました。命名にあたって、床の間や神棚に子供の名
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（出雲弁：お婆ちゃんの会話）

（意味）

お婆ちゃん「「名は体を現す』とは、よくいったもので、昔の名前は開いた

だけで『これは女の子だ』と、すぐにわかったのに、今頃の子は漢字で書い

であると、当て字みたいな名前ばっかりで、とても読めません。それだから

でしょうか、今頃の子は私たちから見ると、何を考えているのかわからない

ような子が多いようだが・・－。うちのお爺さんは、女の子だったらわレミ』

『アケミ』『マリ』などと、自分が知っているおしゃれそうな名前を片っ端

から言われるものだから、若い者から相手にしてもらえないで、すねておら

れましたよ。まあ一、ほんとうに。」
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生後七日目の祝いで、里の親、産婆さん、親戚などを呼んで、

生児の名前を披露してその誕生を祝いました。生児の里からは、

産着、布団、かいまき、おむつなどの祝いをもらい、これを「孫

ごしらえ」と言いました。本家などの親戚からは、ご祝儀の他、

三つ身の着物ができるくらいの八尺の反物をもらう場合もありま

した。祝い膳を用意したり、紅白の祝い餅を振る舞ったところも

あり、産婆さんの役割もこれで終りです。

（出雲弁：お姉ちゃんの会話）
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（意味）

お婆ちゃん「分家の女の子は予定より少し早く産まれるような気配で、叔父

さんが早々で産婆さんを呼びに行かれたらしいです。産婆さんはデレンデレ

ン（はやはや）で自転車をこいでで来られて、（お産には）間にあったのだ

けれど、私の弟は、『あの子は産まれた時に、産婆さんが急いで来られ、上

りかまちでつまずいて、草履を履いたまま子どもの顔をふんだものだから、

それで、あのようなのっペりした顔になったらしい。』という、兄さんの冗

談を今頃でも信じています。」
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生後、男子は三十日目、女子は三十三日目に参り、氏神様に共

同体の一員となった報告の意味をもっ儀式でした。母親と姑が赤

ん坊をつれて参り、帰りには、まっすぐに家には帰らず、近所や

親戚の所によって挨拶をしました。宮参りをしてから客を呼んで

i祝いの膳を囲んだり、一旦家に帰ってから「里行き」したところ

！もあります。この後、子供はひも落としまで、宮参りはしません l

iでした。

（出雲弁：お婆ちゃんの会話）

（意味）

お婆ちゃん「昔の子は、本当に濯の顔をくちゃくちゃにしたような顔をして



くらしの中の出雲弁 6 

いる子が多かったようですが、それだからでしょうか、あんなに誰も愛想っ

かつて、『お母さんに似て、かわいいですね。』などと、言えなかったもので

した。『まあ、元気な子だこと。』と言うのがいいところで、上手使って『ま

あ、元気のいい、男の子。』なんてことを言うと、後がよくありません。口

を尖らせて『これは、女の子ですよ！』とおっしゃられて、たいそう不服そ

うにされたこともありました。」
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生後百日目に、赤ん坊に、初めて飯粒を食べさせる儀式です。

小豆ご飯を炊き、尾頭付きの鯛を添えた膳を用意して、家族で祝

いました。たとえ食べなくても、食べさせるまねをさせ、この時

に、子供用の膳、茶碗などを揃えました。

（出雲弁：お母ちゃんの会話）

（意味）

お母ちゃん「一番下の子は少し早めに生まれたからでしょうか、上のお兄さ

んたちに比べて、少し小さかったのです。そのために、お爺さんも、お婆さ

んも大変心配して、『お食い初めでは、ご飯は食べないでしょうね。』と話し

ておられました。ですが、準備してみると思っていたよりよく食べるような

しぐさをしてくれて、だれも安心しました。今では、兄弟の中でも一番のい

たずらっ子になりました。」
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生まれて初めての節句を祝うことで、全国的に女の子は 3月、

男の子は 5月の節句に祝いますが、出雲地方では今でも！日暦で祝

っています。女の子は雛人形を、男の子は11蔵、武者人形、天神飾

り等を旦から贈られました。大正頃までは武将の絵を染め抜いた

武者臓が多かったようですが、昭和時代になると、鯉のぼりも登

場し始めました。親戚などから祝いをもらうと、お返しに膳など

（出雲弁：；わ母ちゃんの会話）
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（意味）

お母ちゃん「わたしも、子宝に恵まれて、良かったのですが、お父さんは何

もしてくれないので（子育てには）苦労しました。そういえば、一番初めの

子が男の子だったので、そりゃあ、おじいさんが喜んだのなんの、何とも言

われないほどでした。そこで、早いうちから『天神さんは、私が買いますか

ら。』と、おっしゃっておられました。しばらくして、松江の竪町の人形屋

さんに行かれて、『ここで一番大きなものを、くださいな。』と、頼まれたそ

うで、やがて、大きなもの（人形）を風日敷包みをして、ニコニコしながら

背中に背負って帰ってこられました。今でも（節供になると天神さんを）ち

ゃんと飾りますよ。j
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生まれて一年目の誕生日を祝うことを初誕生といいます。里の

両親を呼んで祝いましたが、親類、産婆を呼ぶところもあります。

子供の前に算盤、筆、米（盆に入れて）、お金等を並べて、どれ

を選ぶかで将来を占いました。女の子には算盤ではなく、物差し

：を置きました。また、一升餅を背負って歩かせ、わざと転ばせ、

！泣く程良いとされました。餅は、重ね餅の場合が多く、袋に入れ i
iて背負わせたり、おぶいひもでたすきがけにして背負わせたりし：

ました。男の子は母親の帯、女の子は父親の帯で背負ったり、一

升餅二重ねを紅白の袋に入れて、帯でくくって背負わせたところ

もあります。また、誕生前に歩いたら、「一升で、棟の見える数

ほど餅を作って配ると良い」といわれました。頂いたお祝いには

：お餅をついてお返ししたといいます。

（出雲弁：お婆ちゃんの会話）
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（意味）

お婆ちゃん「お爺さんは孫の初誕生だといって、早いうちから長盆に算盤、

筆、米、お金を並べ、床の間に準備しておられました。そのうちに、『（孫が）

どれを一番先に取るだろうか。』と、嫁さんの里から親御さんたちが来られ

るまでに、試してみたくなったそうな。お爺さんは欲張りだから、お金を取

るようにと思っておられたようだけれど、悪いことに、孫があばれて盆がひ

っくり返って、中の米を座敷中に散らかしてしまったそうな。里から来られ

るまでに早々で米を拾わ

なくてはならなくてはい

けないのに、自分で勝手

にやっておられたことだ

から、人を呼ぶわけにも

し＼かず、孫を怒るわけに

もし、かず、一人で座敷を

這っておられたそうな。

ほんとに、余計なことを

されるものだから、こん

な事です。」
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全国的には、数え年三歳、五歳、七歳でお宮参りをする所謂「七

五三」が一般的ですが、島根県内では数え年四歳を祝う「ひも落

とし」が一般的です。オビナオシともいい、数え年四歳になった

幼児が、初めて付けひものない四つ身の着物を着て帯を締め、氏

神に詣でるという儀式でした。大人と同じ様式の着物を着ること

で、子供としての生命の不安定な時期を一応脱したという事を象

徴させるという意味合いがあったのでしょう。 11月15日頃に行わ

れ、あらかじめ里から祝い着一式が贈られ、当日は里の両親が客

として招かれました。昭和初期までは里だけでなく近所や親戚が、

祝いの気持ちとして、反物を持って来る場合もあり、家では祝い

（出雲弁：下のあんちゃん（10才）の会話）
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（意味）

下のあんちゃん「この地方では、 4才で『紐落とし』をしています。他の地

方はハイカラで、少し上品に『七五三』と言うようです。この前、『これは

なんの数字ですか。』と、聞いたら、隣のお兄さんが、『子どもの宮参りに、

お母さんが七万で着物を作られて、子どもは五千円で良い衣装を買って、お

父さんに三百円でお祝いのお酒を用意してあげて、お金の掛かり具合です

よ。』と、教えて下さいました。大変、（七五三にはお金が）かかるものです

ね。」

＊ 昭和30年頃、初任給は一万円ぐらいだったと言います。
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「一一一－－一一一一一一一一一一一一一一ー一一一一一一一一一一一一司令ー一一一一一』ーーー－－・E吟島町守ω』句吟司ーーャωωιー“一四時伺信也岳山畑ーー一一一一一一一一一一一一一一一時白P回目匂姐－－一一一一一－，

昭和20年代頃までは、仲人が家同士の結びつきとして婚姻を取 i

り持つのが一般的でした。仲人のことは、「コージニン（さん）」

「ナカウド（さん）」などと言いました。コージニンは世話好き

iで世間の広い人のほか、親戚筋の者が世話をする場合もありまし

iた。当時の縁組みでは家格の釣り合いをまず重んじていました。

コージ人は親同士の聞に入って話を進め、本人同士は婚礼の当 e

日までは顔を合わせないことが多かったといいます。お見合いを

したり、写真を見せて貰うこともありましたが、一般的ではあり

ませんでした。

戦後は恋愛結婚も少しずつ増え、昭和20年代に盛んだった、演

芸会なども楽しい出会いの場でした。このような場合には、形式

tを整えるためにコージ人を仲介に立てました（立てコージ人）。

；昭和30年代になると現在とほぼ同様の見合いが一般的になり、恋

i愛結婚もだんだん珍しいものではなくなりました。

（出雲弁：一世話好きのおつつあんとお母ちゃんの会話）
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（意味）

世話好きのおつつあん「あそこの若い娘さんも良い年頃になられました。ほ

んとうに、あなたのところの若い人が（嫁に）貰ってくださると良いのだけ

れど。この写真に写っているように、たいそう美人ですが、どうでしょうか。」

お母ちゃん「うちのも良い年齢ですから。本当に、何が気に入らないのか、

良いお話だし。（息子に）このような話をむけても、傍で聞いているお父さ

んに向かつて『そんなに良い人なら、おまえ（お父さん）が貰えば。』など

と言って、本気にして聞いてくれませんが、何とかなりませんかねえ。」
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昭和40年代以前は結婚とは本人同士の結びつきよりも嫁（婿）

が他家に入るという考えが一般的でした。婚礼はコンレイ、シュ

ウゲン、ヨロコピ等と言い、ヨロコピは主に披露宴を指しました。

婚礼にはいくつかの段階があり、地域差というよりも各家の習わ

しによってそれぞれ少しづっ異なっていましたが、概ね、［出立

ち（出婚礼）→入家→盃事→披露宴（ヨ口コビ）→宮参り］のJI債

で行われました。「出立ち（でたち）Jとは本来は嫁が生家（里）

を出る前にもたれる祝宴を指しました。

今では婚礼の形式も大きく変化し、結婚式場等で婚礼・披露宴

を行う例が一般的となりました。

※ 嫁入り行列が唱う唄 『どこかここかと尋ねてきたらここが股御の

いるところ～』

※ 嫁の両親が帰るときに唱う唄『鹿の鳴く声聞けば～が恋してなあ、

雨は縦には降る けれど横には降らない～』

（出雲弁：近所のおばさんとお母ちゃんの会話）
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（意味）

近所のおばさん「あなた、この間あなたのところの一番上の娘さんが、分家

の若い人と宍道湖端で楽しそうに話してしておられるところを見ましたよ。

ほんとに、あんな良い人がいらっしゃるなら、（相手が）いると言ってくだ

さったならよかったのに。」

お母ちゃん「そんなことを言われでも、うちの娘も日頃何も言いませんので、

私たちも分からなかったのですよ。『今度、一緒に（結婚）させてください。』

と、ゅうべになって二人して言うものだから。本当に、誰もびっくりしまし

た。叔母さんにはあれほど（結婚の）お世話をお願いしていたのにね、誠に

すみません。j
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昭和20年頃までのことですが、婚礼の時に若い衆が婚家の庭先

や玄関先に石地蔵を置きにくる「地蔵担ぎ」という奇妙な風習が

ありました。もてなしが良いと担いできた地蔵は持って帰ります

が、もてなしが悪いとそのまま置いて帰ったといいます。ただし、

この風習も酒を振る舞う余裕のあるところに持って行ったようで

す。

（出雲弁：近所の爺さんとそこの婿さんの会話）
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（意味）

近所の爺さん「昨日は結婚式で、少しケチってもてなしが悪かったようで、

お地蔵さんを庭に置いてきぼりにされてしましました。このお地蔵さんは、

若い人たちが何処から運んで来たのか、わからないですかねえ。」

婿さん「分家の叔母さんに聞いたら、『それは、延命地蔵さんじゃないです

かね。』と、言っておられたけれど、そんな、そのような場所は覗いたこと

がないので、さっぱりわかりませんよね。『どのようにして返すとよいです

か？』と聞いたら『それなら、もう一度若い人達をよんで、もてなし（ご馳

走を）して、返してもらわれれば良いですよ。』といわれました。」
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妊娠五ヶ月臣の戊の日に、里から晒し木綿一反（腹帯）をもら

って腹に巻く「帯祝い」をしました。病院での出産が普及するま

では帯祝いの時に初めて産婆さん（とりあげばあさん）を呼んだ

ところが多く、産婆さんは出産までの聞に何度か「ハラトリ（診

i察）」に来てくれました。お宮参りをする場合、安産祈願はそれ j

iぞれの家の氏神さまにお参りする程度でしたが、中には直江の御 i
i井神社や加茂の子安観音に参ることもありました。出産後は、折 i
iを見てお宮に御礼参りをしました。

（出雲弁：；お母ちゃんの会話）
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（意味）

お母ちゃん「まあ私が少し太っていて、下腹が出ているからといって『おめ

でたですか。』といって、分家の叔父さんが声をかけられたのだけれど、『し

ょうもないことをそれはないですよ、この年齢で・・』と、言ったら、『・

．・いいや、あなたは、まだ若いことだし、（赤ちゃんが）できますよ。』と、

言われました。お父さんは笑っておられたけれど、本当に、まあ！」
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災いを受けやすいと信じられている年齢を厄年といいます。全

国的にも数え年で男は25歳と42歳、女は19歳と33蔵と考えられて

おり、お宮さん（氏神）に詣でて、祈念してもらいます。 33歳で

子供を産むと厄落としになるとも言われています。また、厄落と

しとして、正月に、中折れにお米を入れて鳥居の方に後ろ向きに

投げ、この時に、振り返ってはいけないと言われました。宍道町

では女の子の十三歳を「十三誕生」として、厄落としをした所も

ありました。年祝いは節目節目の年齢を祝うことですが、初誕生、

ひも落としもこの中に含まれます。他には、還暦、古希、米寿な

どが祝われ、厄除けや年祝いの場合、同窓会などで一堂に会する

ことも多く、旧友に会うひとつの楽しみになっています。各家庭

で祝う場合は次のようなものがあります。

還暦（60歳） ：子どもたちが着物を作ってくれた

喜寿（77歳） ：半紙に「喜」と書いて、フキダケを付けて近所に

配った。

：自分eが神事で使った箸を配った。八十八合の餅祝

いをした（八升八合の餅をついて地区中に配っ

た）。孫達が祝った。
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（出雲弁：；お父ちゃんの会話）

（意味）

お父ちゃん「隣のおじいさんは、うちの家の墓の石塔をみて、「ここの虎お

じいさんは、昔は大変高齢の隠居さんに見えたのに、こうして（石塔の）脇

の年号を見たら、私たちが、もう既に喜寿（きじゅ）で、七十七才ですから、

（亡くなった年齢を）追い越していますね。』と、感心しながら、線香をあ

げて拝んでいただいたようです。ありがとう、ありがとう。高齢者の方もだ

れも長生きされて、良いことです。」
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2，出雲人の年中行事

本家や世話になった家などになされる年頭の挨拶のこと。年始

の客は座敷に上がって主人と挨拶をかわし、屠蘇（とそ）やおせ

ち料理などを振る舞われました。多くの年始客が集まる家では略

式に戸口で挨拶をすませたり、さらにそれを簡略して名詞受けの

みですませるようになり、年賀状もそこから発生したと言われま

す。地区によっては、各位帯から世帯主が集まって、新年の挨捗

を交わしました。

（出雲弁：；お爺ちゃんの会話）

（意味）

お爺ちゃん「昔は、正月などで（新年の挨拶のために）地区で集まると、親
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方さんから順番に、座られる場所が決まっているものでした。近頃そうゅう

（慣習が）なくなってくると、『こらこら、あなたは、もう少しかしら（上

座）ですよ。』と、言っても『いやいや、私はここの（席で）いいですよ。』

と言って、なかなか場所が決まりません。そこで、今墳では家順で座る場所

を決めておられる所もあるようです。」
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七日正月に七草（セリ、ナズナ、ゴギョウ、ハコベラ、ホトケ

ノザ、スズナ、スズシロ）を食べる行事のことです。病気を防ぐ

（出雲弁；下の姉ちゃんの会話）

（意味）

下の姉ちゃん「正月になると、餅や豪華なご馳走などを、腹一杯食べたり、

飲んだりするもので、たいそう胃がくたびれますよね。そこで、『少し、野

菜ものも食べなさい』という生活の知恵が『七草粥Jだそうです。そう言え

ばこの前「ななくさ（七草）」と読めなくて、お母さんがよく言っておられ

る「しちぐさ（質草）」と言ったら、お父さんがそれを聞いていて『そんな

恥ずかしいようなことを、よそ（の家）で言うんじゃないよ。』と、笑われ
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ました。何ででしょうか。」

＊ 質事（しちぐさ） 質に入れる品物。貿草を担保にお金を借りる質屋は、庶民の

金融機関的な役割を果たしていた。
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小正月に行う火祭り行事で、 トンド、トンドヤキ、 トンドさん

などと呼びます。正月飾りを焼いたり、正月の神送りを行ったり

します。また、）芭落としの行事が伴って、団子や餅を焼いて食べ

ると病気をしないとか、火の燃え方や心棒のたおれ方でその年を

占ったりもしたところもあります。

（出雲弁：あんちゃんの会話）
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（意味）

あんちゃん「少々広いところで、竹で『とんがり帽子』みたいなものを作り、

各自の家から正月に飾った注連縄や古い御札、去年の御守りなどを持って寄

られ、竹に火をつけられます。子供は、冬休みの宿題の書き初めを、一緒に

燃やします。（火のついた紙が）高いところまで上がると、習字がうまくな

るらしいですが、火がついたまま高いところまで上がるので、近いところに

家でもあれば、危なくていけません。それから、（トンドさんの火で）餅を

焼いて食べると病気にならないといって、誰もが焼いて食べるのは良いけれ

ど、一生懸命食べ過ぎて、腹痛をおこす者が時々おられます。」
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立春の前日。節分に豆をまく行事は京都では室町時代から始ま！

り、「鬼は外」の唱えことばも行われていました。豆まきの後に、！

豆を自分の年の数より一つだけよけいに食べたりするのは、年を！

一つ重ねる日だったことを物語っています。

（出雲弁：お爺ちゃん会話）

（意味）

お爺ちゃん「孫が保育所で鬼を描かなくてはいけなくなったのですが、まさ

か描くようになると、（鬼は）恐ろしいものだとは分かっているけれど、ど

う描いて良いか分からなかったようです。その夜、お父さんがお酒を欽んで

顔を赤くして帰ってこられると、お母さんが『今日は節分だから、早く戻っ
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てくださるように、あれほど言っておいたのに。』と、たいそう怒っておら

れました。孫は、その（お母さんの）顔を見て、『本当の鬼でもこんなには

恐ろしくはないだろうに。こんな様に描けば良かったのになお。』と、思っ

たそうです。嫁には内絡の話ですよ。」
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春分・秋分の中日とその前後3日間、併せて 7日間のことです。 i
lこの時期に寺院で彼岸法要が営まれることから、彼岸と言います。 l

i家庭では、ぼた餅（おはぎ）を作り、仏前に供えました。

しーー一一一一一一一ー一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ーーー一一一ー一一一一一ー一一ー一一一一－－－“一－－－一一“一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ー」

（出雲弁：お父ちゃんの会話）

（意味）

お父ちゃん「『暑さ寒さも彼岸まで』とは、良く言ったもので、春の彼岸を

過ぎると昼は温くなります。それでも、やはり、朝方や夜になると、寒いで

すね。そう言えば、彼岸さんにはぼた餅（おはぎ）を仏さんに供えてあげて、

しばらくすると下げられたものを皆でいただきます。私が若い頃には砂糖も
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少なくて、たまにしか食べさせてもらえなかったもので寸が、彼岸の日は特

別だということで、ぼた餅のよから砂糖をたっぷり掛けて食べさせてもらっ

たものです。おいしかったですよ。少し前までの懐かしい思い出ですよ。」
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田植えは稲作の中でもっとも重要で、労力のいる作業です。泥

落としは田植えが終わり、集落などで行う行事で、酒食を用意し

て田植えの労働を慰労し、田の神を送り祝います。集落によって

は美保神社（美保関町）へお参りすることもあったようです。

（出雲弁：兄ちゃんの会話）

（意味）

兄ちゃん「中学校に（行くように）なると、農繁期だということで昼までで

学校を終え、家に帰って手伝いをするようになりました。お父さんに『この

田圃は広し、から、田植えに三日はJ卦かるでしょう。』と言ったら、『そんなに、
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遊ぶように（仕事を）してもいけない。 日でやってしまうぞ。』と、怒ら

れました。田圃のことだといっても、分からないようなことがたくさんあり

ます。そういえば、小さいころ、『回国のパバ引きをするぞ。』と、お父さん

たちが言っておられて、「お婆ちゃんを引っ張ってどうされるのだろうか。』

と思い、お婆ちゃんに聞いたら、たいそう笑われました。」

＊ ババ引き 田植えをする前に、植付け位置を示す線（升目）引き作業。



37 

5月5日に行われる年中行事で、雨期に入るこの時期に毒気を

払うヨモギや菖蒲（ショウブ）を門に飾ったり、菖蒲酒を飲みま

した。武家社会では「菖蒲」が「勝負」につながることから甲胃

や武者人形を飾るようになりました。また、男の子の初節供には

母親の実家や親戚から武者飾りや｜織、立身出世を願う鯉のぼりな

どが贈られました。家庭では、団子を笹の葉で巻いて蒸す「笹巻

き（ちまき）Jを作り、食します。

（出雲弁：；お婆ちゃんの会話）

（意味）

お婆ちゃん「この前のことです。隣の家の方が笹巻き（ちまき）を作ろうと
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して、うまくいかなかったそうです。どうも、団子を控ねようとして、まぜ

るときに水加減を間違えられたらしく、べったべったした糊みたいなものが

驚くほど出来たらしいのです。また、そんなときに運が悪いことに、お喋り

なおばさんがいらっしゃったものだから、あっという聞に隣保（近所）内の

笑い話になりましたよ。まあ、うちでは上手に（笹巻きを）作りますので、

そんなこと（失敗）はありませんけれどね。」
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正月は年の変わり目として、吉凶も一つの区切りとする感覚が

：ありました。このため、正月が過ぎて半年ぐらいたっても状況が

よくならない場合は、「正月ごと」をおこない、運勢の好転を願

iいました。

（出雲弁：お父ちゃんの会話）

（意味）

お父ちゃん「背は半年たって良くならないと、また正月をしました。それが

『正月ごと』です。宮で釜に湯を沸かし、湯立て（神事）をし、その湯を持

って帰って家のお払いをします。そうすると、まず 6年生ぐらいの男の子が
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先頭で獅子（獅子頭）を被って、もう一人が鼻高面を被ります。そして、そ

の後から幼稚園の子どもたちまでが家の上がり口で『ししわー』と大きな声

をしてから、だれもして座敷を裸足走りで駆け抜けます。（行事が）終わる

と、子供には良いもの（お菓子類）をくださいまして、それが楽しみでした。

ちょっと珍手な（珍しし、）行事でしたよね。J
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牽牛星と織り姫星が天の川をわたって会うという伝説や少女が j

1星に技芸の上達を願うという伝説が伝わっています。子どもたち：

は笹の葉に願いを書いた短冊をつけ、期間が過ぎると川や宍道湖

に流しました。宍道町の町部の一部には、昭和30年ころまで、沖 i
介｜（斐川町）から船に乗って、来訪者があり、七夕の行事をおこ

なったようです。

（出雲井：；お父ちゃんの会話）
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（意味）

おfぐちゃん「子供の頃の思い出です。 七夕さんの頃になると、

向地の方から子どもたちが大人の人たちと一緒に船に乗って「ヨーイ、ヨイ。

てんてこてんの七夕さん。ヨーイ、ヨイ。』といって、太鼓叩いて賑やかに

していらっしゃいました。そうすると、船大工さんの家の後ろの方の灘（宍

道湖岸）で、こちらの方の者と一緒に、スイカなどを切って食べたりされま

した。その晩は亀島さんで泊まって、また、次の自には船に乗って帰って行

かれました。昔から宍道の方と向地の方は舟の行き来が盛んで、何かと深い

つながりがあったのですよね。」

:,jて 向i也（むこぢ） ：宍道湖の対岸、宍道から見ると現在の斐JIl町、平田市、松江市

の湖岸沿い
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旧暦7月15日の孟蘭盆会（うらぼんえ）を中心とする前後数日

の一連の行事のことです。 13日に精霊迎え、 16日に精霊送りを行

います。

（出雲弁：お爺ちゃんとお婆ちゃんり会話）

（意味）

お爺ちゃん「盆になると、くびれたキュウリで、足を付けて馬を作られるし、

少し太い茄子で牛を作ったものですよ。昔から、『仏さん（祖先）が盆で（家

Iこ）帰ってこられる時は、早く戻ろうとして馬に乗って、また、（あの世に）

帰られるときは、のんびりと牛に乗って行かれる。』と、聞かせられたもの

ですよね。J
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お婆さん「今頃の子は理屈っぽくて、あなたがそんな話しをきかせてやって

も、『そんなの迷信だよ。」と言って、あまり聞いてはくれませんよね。」
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神

旧暦10月を出雲地方では神々が集まる月として神在月よびま：

す。カラサデは神在祭りの最後の日に出雲の地に集まった神々を：

送り出す神事です。出雲地方各地にはこのカラサデの晩に夜更け！

て勝手に出歩けば人さらいに会う、あるいはカラサデ婆に出会う

と言って夜行を禁じたりしました。また、便所の神も帰ってくる

ので、便所に行くものは尻をなでられるとも言いました。

（出雲弁：兄ちゃんの会話）
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（意味）

兄ちゃん「近頃は使所にも電灯がついていますが、つい最近頃まではそんな

ものは有りませんでした。暗くなって、便所に行こうと思っても、何か恐ろ

しいような気がして恐ろしいものでした。普段でも恐ろしいうえに、『神去

出（カラサデ）さんの晩に、便所に行くと神様がお尻を撫でられるよ。』と

聞かせられたものです。神去出さんの晩は便所に行かなくても良いように、

水気なものもあまり飲まないようにしているのに、そんな日に限って行きた

くなるものです。『一緒に行こう。』と他の者（兄弟など）に声を掛けますが、

付いて来てはくれません。恐ろしいものだから、歌などをうたうのだけれど、

やはり恐ろしくて、恐ろしくて、小便をしたら後を振り向かないように走っ

て帰りました。本当に恐ろしいものでした。」
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餅はハレの日の食物で、重要な年中行事や人生儀礼の日に餅を

つきました。正月には餅は欠くことのできない食物として暮れの

うちにつくのが一般的で、普通は12月25日から28日までにつきま

（出雲弁：お爺ちゃんの会話）

（意味）

お爺ちゃん「餅は白出度いときや嬉しい時Iこ、なくてはならない付き物です。

それだから、正月や祭りや祝い事、どうかすると、若い者が都会からちょっ

と戻ってこられたりすると、何もなくても餅だけは（ついて、用意）された

ものです。近所の幼稚園児は『仁多のお婆ちゃんの家は、いつも餅ばっかり

食べておられる。』と言っていたけれど、かわいい子が来るというので、よ

く餅を用意して（待って）おられたようです。」
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3，出雲弁くらし言葉

出雲弁くらし言葉は、友定賢治先生の作成された出雲弁調査票をも

とに、宍道・出雲弁保存会有志で記入したものです。出雲地方でも、

地域によって異なる表現もあると思います。今回標記できなかった調

査項目もあえて残しています。読者の皆様も「出雲弁くらし言葉」の

調査にご参加ください。

人に関する語

標準語 方 ＝ 仁ゴ

父 おとさん、おとちゃん、おとつつあん
母 おかさん、おかか
叔父 おじ、おつつあん
伯母 おば、おばさん
兄 あんさん、あんや
姉 あねさん
兄弟 おとで
あととり かかーご、よとーさん（代取りさん）、かしらご（頭子）
末っ子 おとんぼ、おとご
主人 あの家の主人～あしこのおつつあん
主婦 あの家の主婦～あしこの家内し、あしこのおばさん
息子 わけもん、わけし、いえのわけもん
女良 もしめ
後妻 のちぞえ、のちじれ、ごけ
本家 ほんけ
分家 えもちえ（家持ち家？）、えもっちえ
親類 えつけ、かかったえ（家）
血統 ついり、ついりふき（ヲ！き）
赤ん坊 あかご
子ども

男の子 おとこんこ、ばーじんこ、ばーじご（坊主っ子）
女の子 にょうばんこ、おなごんこ、しびたれ
青年 わけし（若い衆）、わけもん
犬人 おせ
僧侶 お寺さん、ばつつあん、ほうじよさん（禅宗）、ごえんげさん

（真宗）、ほうえんさん（真言宗）
お寺の奥さん
警察官 じんささん、じんさ（巡査）、じんさはん、だんさん
馬鹿者 だらくそ、あんぽんたれ、だらじ、だら
怠け者 なまけもん、おおちゃくもん、じくだれもん
臆病者 きもわる、きもほそ、おじけもん
意気地なし よろくそ
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標準語 方 ロ

朝寝坊 t':ltこら
寒がり さびが一、さみが一、さぶがー

うそつき おそたれ、おそついき、ちょっぱいもん

おしゃべり おしゃべ、かばちたれ、かばちたたき
お世辞百い くちまえが上手、じよーじか（上手家）
おてんば てんばご（転婆）
けちん坊 よくたれ、よくしっぱ、よくば一、こし、こしし（衆）、こまし、
金持ち おやかた、おやかたし、おやかたはん
道楽者 たまたれ、どさくれもん
すけべえ ごくじき（極好き）

酔っ払い よいたんぽ、よーたんぽ、よいだくれ
働き者 がんじよな、せわやき、こまめな
根性悪 しねくらし、しょうたがわり一、しょうわり
温厚な人 おだえかなし（穏やかなし（し～人、衆））、おらおらとしたし、

おんぼらとしたし
丁寧に仕事をする人 ぎじよな仕事、てしゃなし、ねいしゃ、ねん（念）のえったし
きれい好き きれじくしゃ
過度のきれい好き へんたれ、へんたら
賢い人 かしけし、りこなし、えらいし
気目IJのいい人 おおばん、かいしょもん、はぶー（羽振り）がえー

のんき者 あんきなし
大雑把な人 ざまくなし、ざまくしゃ、なたざいく
短気者 たんかもん、おこりぼっか
熱中する人 のぼせもん、かかーしょ
世間知らず えのんとんぎや一、しょけんがわからん
あまり外に出ない人 でぶしょなし
暗い性格の人 しんきくせもん
でしゃばり でべそ、はこきめ
お調子者 ひょ一げまつい、ちょっぱいしけ
大げさに言う人 おーべんけ（大弁慶つ）、おーぶろしき、ほらふき
見栄っ張り だてこき
不平ばかり言う人 くじくり（ぐずぐず百うつ）
遊び人 でかけまつい、どうらくもん、どさくれもん

植物

標準語 方 lコ

さつまいも りーきいも（琉球学）
じゃがいも こうぼえも（弘法芋つ）
さといも じーきえも（ずいき芋）
やまいも（自然薯） やまえも
かぼちゃ

ナス なしび
ソラマメ ｜なついまめ、へーまめ
米（もち米でないもただごめ
の）
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標準語 方 仁ヨ

もち米 もちごめ
いfこどり しんざい
すみれ しみれ
おおばこ すもーとりぐさ（相撲取り草）、おんばこ
ぐみ こび
竜のひげ
いちじく えちじく
どんぐり
まつぽつくり まついかさ（まちかさ～松傘？）
松葉 まついば
枯れた松葉 こなで、こで
椿の実 きのみ
桑の実 くわのみ
っくし ついくし
とうもろこし なんばぎん、たーたこ
ねぎ
きのこ たけ

彼岸花 ふがんばな、きついねばな、いかーばな
ホウセンカ
ははこぐさ
すいば しんざい
どくだみ どくだめ

幹の梢（こずえ） きのてんこ
膏（つぼみ） ついぼみ
果実 な←そ
大根 だいこ、だえこ
くず米 べ←せんきした（米選機下）、ベーせんした、しーらまい、しー

らごめ、ここめ
生熟れ なまおれ
秋グミ
甘布11 あじがき
干し柿 ついりし柿、ついりんぼし、あまんぼし
渋抜き柿 あわせがき、さわしがき、さらしがき
渋を抜くこと さらし、さ才コし
菜の花
実の入っていない米 しいらまい（しいら米）
両菜 たかな
サトイモの親芋 えもがしら（いも頭打、かみ
サトイモの小芋 じーきえも
ねむの木 かーかの木
サルトリイバラ かたら
切り株 きーかぶた
キャベツ かんらん
草刈 くさかー
木高
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標準語 方 セ仁三ゴ三「

なめたけ のめたけ
薪 わーき（割り木）
竜のひげの実
果物の芯 さね、たね
木のささくれ しば一、しばり
野菜の芯 しんた
すもも と一ぼーさく
もみがら しくも
野菜 なっぱ
大根づけ だいこついけ
柿をとる竹 たけんば一（竹棒？）、わーばさん（割鉄？）、はさんば一（欽

棒？）
うるち米 ただごめ
果肉が落ちる ぼろけ一、おち一、みがおちー
インゲン豆
ねこゃなぎ
唐辛子 とんがらし、からなんば（唐なんば？、辛なんば？）
根
竹の根
野菜を切る なつばをはやす
っくし ついくしんぼ
むかご みかご
れんげ みやこ
ゴーヤ

動物

標準語 方 二にコ

オス牛 おんた、こって、おおごって
メス牛 めんた
子牛 べべんこ、べんた
かえる ぎやーこ
ひきがえる ふきんぎや一、ふくんぎやー
その他のカエル ぎやー
もぐら もくろ

モグラの通った道 もくろあな
赤とんぼ
ふくろう よじく
ふくろうの鳴き声 「てれつけほーせ」、「のりつけほーせ」、「そろっとこーか」～

そーっと来ょうか
つぼめ ひーこ
せきれい しょにん
めだか ねんば、ねんぱご
へび くちなわ（口縄？）（朽縄？）
まむし まもし
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標準語 方 τE三3三t

その他の蛇 なぶさ、さかお、からしくやちなわ、ひばかり（15～20センチ位
の猛毒蛇）、ふばかー（「ひばかり」と同じ）

とかげ ちょろけん
かたつむり でんでんもし
蝶 ちょんちょ
とんぼ
かし、こ かいこさん
いなご えなんご
かまきり かまかけ
ありじごく こもこもさん、けっきよさん、じよじよさん
あり あーご、ありんご
あめんぼう
みずすまし じえんじえんまいこ

カッパ かわこ（川子？）（河童）
おたまじゃくし
アオダイショウ
蛇のぬけがら へびのそげ、くちなわのそげ
くもの糸 くものえと

紙魚
かめむし はっとさん、おじよろさん、はっとじ
川にいる魚の名自JJ はえんご、ぼつか
湖の魚の名則 ないし、ふな、ごじ

赤魚 あかざかな
イトミミズ えとめめじ
青魚 あおざかな
海の魚の名前
とびうお あご（「あご野焼き」～トビウオを原料とした「ちくわ状」の

かまぼこ。）
秋口に出る飢えた蚊 あばれが
あぶらむし あまご
蟻 あーご
魚釣りの餌 めめじ（ミミズの意）
柊魚
えび えびんちょ
子鼠 こねら
大鼠 おおねら
ごく小さいエビ おだえび
うじ虫 おじ、おじもし
エイ
ひぐらし かなかな、（かなかな回は植えるな～田植え時期が遅くなると

良くない。）

かなぶん こがねもし
カマドウマ
かまきり かまかけ
おはぐろとんぼ かわとんぼ
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標準語 方 士仁ヨ

川蟹

青虫

キリギリス ちょんぎーし、ぎーし、（ぎーし箆なゃな（の様な）とこゆ7
＝家）～キリギリスの畿の様な貧相な家）

紙魚

小魚 ざ？っこ

トカゲ ちょろけん

ヤモリ やもー

つばめ ついばめ

川の毛がに つぼがに

山鳩
ねずみ ねじん

めだか ねんば

蝿 はえぼんぼ

毛虫 はげむし、はげもし

サンショウウオ はんざけ、はんざき

ヒル ひ一りん、へーりん、ひ一る
みずすまし

カワニナ にな

オニヤンマの雌 おんじよ
鮫 わに

身体語

標準語 方 仁コ

つむじ ぎり、ぎりぎり、ぜんぜんまいこ
頭 あたま

眉毛 まし吋ず、まえげ

まつげ まついげ

顔 かお

唇 くちぶう、くちぶー

舌 べろ
よだれ ごぼじ
つば ついばき

咳をする せきしー

ほほ ほーべた、ほおべた
ひたい ふたいぐち

あご おとんげ、あごた

中指 たかたかえび（指～えび）

薬指 くすーえび（指～えび）

小指 こえび（指～えび）

親指 おやえび（指～えび）

人差し指 ふとさしえび（指～えび）

ひざ ひざっこば一じ、しねっこ
ふくらはぎ こぶら、こふら

かかと しろっこ
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標準 語 方 ちE三コ' 

尻 しーご、しーごだま、しーべた

』巴っている人 こえたし（し～衆？、人？）、こえちよーし、ぼて

痩せている人 やせご、やせ、ほせし、からからとしたし、しんごらとしたし、

しわしわとしたし

背の両い人 おーきゃんし、せたかのっぽ、のっぽさん

背の低い人 ちび、ちびさん、たきのねし（丈の低い人）、こじょっこらと

したし

はげ頭 きんか

髪が伸び放題の様子 えじくらしゃな、さだくろー（貞九郎～歌舞伎役者の髪型）、

おっさばかいたゃな

ほくろ

あざ

腫れ物 もの、できもん

天地

標準語 方 ちE三コ' 

太陽 てんとさん

月 おついきさん

二日月 めかじき

虹 ねじ

入道雲 にーどーぐも

震 かんな一、かんなーさん

雷が落ちる 雷があまる（あまる～余る？余分、多すぎて落ちる意か？）

梅雨 ついし、

氷 ちべてもん

つらら しんざい、さい、さいぼう

しもばしら

みぞれ だべさ

つむじかぜ

一昨日の別の日 さきのおとついい、せんど（HIJ日以HIJの日すべて）、あとかた

（「せんどj と同じ）

一昨日 おとついい

昨日 きによ、きにょう、きんによ

明日

明後日

しあさって しゃーさって

しあさっての次の日 このついぎごろ（特定しない次の日）

朝 あさま

夕方 ばんげ（晩の気配か？）、あかくら（明暗）

夜 ばん、よーさ

一日中 いっついんち

夜通し ょっひ。って、よびて、よあかし、ふとばんじー

山頂 てっぺん、てんこ

峠 たわ

谷 たにんこ
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標準語 方 口

j可穴 まぶ（間歩）、あなぐら

湿地 しけじ

平1日なところ ！ふらち、はらて

川の淵 ふけとこ

地震 じしん

日陰の土地 おんじ、しけじ

湿田 さわだ

大きな田 おおくぼ

東風 こちかぜ

西風 なだかぜ

北風 きたかぜ

南風 はし＼かぜ、おなんかぜ

北東風

南西風 はし、にし

南東風
北西j武

田んぼの畦 あぜみち

山崩れ ぼろけ一、ねけとー

石I日 えしがき

川岸 かわんはた、かわげし、かわげた

衣

標準語 方 士仁ヨ

着物 きーもん

晴れ着 え一きーもん

普段着 かつまぎ

仕事着 のらぎ

寝間着 ねまき

筒袖 てっぽそで

袖なし そでなし

ももひき ばっち、ももふき

ふんどし えっちふんどし、 6尺ふんどし、まわし

裁縫 ぬいもん

洗濯 あらいもん

足袋

竹の皮を張った笠 たかーばつい

蓑 ねの、めの

ぼろ ぼろついぎ

ふところ ふとこー

着物（幼児語） ベベ
綿入れねんねこ かいまき

袖なし そでなし

スボン じぼん

シュミース しみーじ、しみじ
越FJふんどし iえっちふんどし
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標準語 方 ＝ 仁ゴ

おしめ もついき

野良着 しごとぎ

毛布 けっと

背負いの帯 おいこ、おび

てぬぐい てのごい、てのご

手袋 てぼくろ

財布

履物 はきもん

下駄

草履

ほころび やぶれ、ふくらべ

ほごろびへの当て布 かましついぎ（喰わす布つ～裏当て布？）、ついぎあて（継ぎ

当てつ）

縫い針 にいーばー

尻当て しーあて

_,,.._ 
艮

標準語 方 仁コ

ご飯 めし

おかず おかじ

五日飯 まぜめし、しょけめし

おかゆ おかいさん、おかえ

おじゃ えれめし、いれめし

味噌汁 みそしー

さしみ ついくーみ、ついくり

菓子

自台 あめだま

鮮魚 ぴえん、ぶえん

魚（幼児語） fこし、fこし＼
魚の骨（幼児語）

とうふ とうふ

おから きらじ

渋を抜いた柿 あわせがき、きわしがき

料理する だいどこしごと、だいどこをしー

魚をさばく さかなをしごしー

煮る fこく
蒸す おもす

焼く

水蒸気 いげ（湯気）、えげ

こ』fる くぎれ一、こぎれ一、そこついき
夕、シ用の煮干 えりこ、えいこ

醤油 しょーい

醤泊のかび さざ

蒸し器 こしき、じ一ごしき

鉄瓶 てついびん
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標準語 方 セド三＂デ

やかん ゃくわん
急須 きびしょ
すりこぎ めぐり、めぐー
鍋つかみ なべついかん
鍋を置く敷物 なべしき
重箱 じーばこ
携帯用の重箱 さげじ一、きーだめ
弁当箱 べんとばこ
しゃもじ めしじゃくし
おたま しーじゃくし
湯飲み茶碗 いのみ、ちゃじゃわん
飯茶碗 ならちゃ、ならちゃわん
混ぜ飯 しょーけめし
おかゆ おかいさん
にぎりめし にぎーめし
餅
餅（幼児語） あんもさん
餅の種類 と一ついけもち、ふらもち、ぼたもち、ふきもち、あんもち、

きなこもち
雑炊 えれめし、いれめし
おかず おかじ
さしみ ついくーみ
煮しめ
戟飯
昼飯 ひーめし、ついーはん
夕食 ばんめし、いーはん、よーはん
間食 はしま（箸と箸の中間の意？）、こばしま（箸聞の前）
田植終了後の宴 しろみて（代みて～終了の意）、しろんて、どろおとし
ご馳走 ごっつおー
大沼のみ のんだくれ、のみしけ
大食い うわばみ
晩酌

腐る くさ一、せった、えたんだ
食あたりする あたー
おいしい まい、めえ
甘い あめ
辛い かれ、しょーはい（塩分過多）
苦い にげ、ねげ
香ばしい こうばし
焦げ臭い ごげくせ一、こがーくせ
まずい まんね、まんない
塩気が足りない そけがね一、まがにけたゃな
食う く一
食う（幼児語） あーん
飲む のん
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標準 語 方 口

飲む（幼児語） のん

酒宴 さかせき、えんかい

腹が一杯になる はらがふとんなー（腹が太くなる）、はらがちぎれ一ゃな、へ

そがあかんべしーゃな

好き嫌いをする おきしき

空腹 はらがなえー（腹が萎える）、はらがほせ（細る）

住

標準 語 方 す仁ゴ

いろり えろー

主人の座る座名 かしら

主婦の座る座名 かかぎ、しも

客の座る座名 おかしら、きやくざ

台所 だいどこ、ながし

流し ながし

かまど くど

井戸 えど

便所 せんち、おんこし、しょんべし、かわや、ちょうじ

庭 ねわ

土問 おしのわ、おしねわ、おしにわ

上がり口 あがーはな、ふんだん

客間 おもて

牛馬の小屋 おしごや、まや

薪 わーき（割り木）

たきつけ たきついけ

枯れた松葉 こなで

コミ
瀬戸物 からちもん（唐津物～陶磁器類の総称ワ）

椀

箸

しゃもじ

米びつ はんぼ

すりばち かがち、しーばつい

すりこぎ めぐり、めぐー

まないた まなえた

包丁 ほうちょ

小万

徳利 かんどく、ちょうし

長火鉢 ながふばつい

五徳

十能 じーの

七輪 しついりん

釜 はがま

ざる かご、そーき

たわし
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標準語 方 仁コ

水がめ はんど
おけ たが
踏み台 あしついぎ、ふんだん
はアこき ついはらい
ほうき ほうき
こまざらい
っち どろ
のこぎり のこ、のこぎー
たらい たらい、はんぎー

天秤棒 天秤棒

人事

標準語 方 仁コ

産婆さん さんばさん

おしめ もついき、もちき
凧（タコ）
お手玉 おじゃみ

竹馬 たけんま
ままごと ままごと
片足とび けんけん、しけんご
じゃんけん やっき、じゃんけん
おにごっこ ぼいさげやっこ、ぼっさげこ、ついかまえーこ

かくれんぼ かくれごっこ、かくれやこ、かくれおに
走り競争 はしーやこ、とんこ、かけーやこ
釘打ち くぎたて
めんこ べった一、べったり
馬乗り どだい、おまのり
屑車 てんぐるま、てんぐーま
その他の遊び
人形 にんぎよさん
おはじき おじゃみ
いいなづけ えし、えーし
見合い 見合い
仲人 こーじにん
結納 し、ーの

婚礼 しーげん（祝言）
花嫁 よめごさん、よめさん
里帰り 里えき（JI[_行き）
嫁が実家に帰る さといき（里行き）、えでほり（井手掘り？～婚家と気まずく

なって実家へ一時帰る）。
寡婦

病気 えたしんなー
怪我 あいまち（過ち）
葬式 あぶらあげ、そーれん
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標準語 方 セE三3' 

一周忌 ほーじ（法事～3年、 7年、 13年、 17年、 25年、 33年、 50年等
の法要を言う）

祭り まついり、まつい一
お寮銭 さいせん
命日 あたーぴ、しにび
三周忌 さんねんのほうじ
最終の法事
仏様 ほとけさん、ぶつだんさん
仏様（幼児語） のんのさん
葬儀の饗応 しあげ、しゃーげ（仕上げ）
新築 ふしん、たてまえ、しほんばしら
棟上 みねあげ
新築の祝賀 けんじいい（建瑞）
見舞い のぞく（覗く～様子伺いに行く）

感覚・感情

標準語 方 ちEきコ' 

寒い さぶい、さびー
暖かい のくい、ぬくい
暑い あついい 翁

蒸し暑い おもしのくい
涼しい しじし一
可愛い かわいげ、かわいげな
やかましい やかまし
好感が持てない しかんげな（好き風でない）、しかんやな
痛い えたい、えて
かゆい かい一、かい
くすぐったい こちょばい、こそばし、こちょばしー
頭が痛い あたまがえて、じちーがしー（頭痛がする）
歯が痛い はがえて、はがはし一、はがおじく
腹が痛い はらがえて、はらがえたい
腫れ物が痛い おば一、おばる
歯がうずく はがおば一、はがおじく
しんどい えらい、せついい、えたし一
疲れる くたびれ一、くたべー
両熱の悪寒 さみけがし一、さびけがし一、ぞんぞがついく
嬉しい おれしー
悲しい えとしなげ、えたわし
楽しい おもしれ、おもっせ
腹が立つ きしゃがわり一
気分が悪い みなんとがわり一
冷たい ちべて、ついべて
ぬるい のり、のり一、おぼろ
待ち遠しい てまえれ、てまがえー
鳥肌が立つ ぞんぞがし一、ぞんぞがついく



標準語

面白い

うらやましい

恐ろしい

飽きる

状態・動作

標準語

（雷が）落ちる

（軽く）ぶつかる

（鼻を）かむ

鼻紙

（庇を）する
（水を入れて）うめる

（野菜を）切る

（湯や水を）捨てる

愛想がつきる

青あざが出来る

仰向けにひっくり返

る

あきらめる

あぐらを組む

開け放つ

足を運ぶ

頭がおかしくなる
穴をあける

暴れる

あふれ出る

あわてる

胃が痛くなる

生かしておく

生き返る

いじめる

いじる

忙しくする

糸を引く

いらいらする

動かす

うずくまる

うたた寝する

うつ伏せになる

拾：る

膿を出す

偉そうにする
追し、かける

追い出す

おもしれ、おもっせ

しょのましー
おぜ一、おぞい

あきー

雷があまる
こさげる

（鼻を）しむ

はなしんがん

（庇を）こく

おめる、おべる

菜をはやす

して一、してる
あき一、やーげがしー
あさやができ一

かえさめになる

おんじょをおさめー

方

方

ふぎをくむ、あぐらをかく
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仁ゴ

士仁コ

あけっぱら一、あけっぱなし、あけばなし

えく、まかいでる

だらじになる、ほうける

あなをあけー
あばれ一

あえでる

おろたえ一、ついついぎれー

いがえたんなー
えかえちょく、えかし、ちょく

いきもどる、えきもどー

しご、せごし一、やついける

かまう

せわしげ、けわし

えとをふく

えらくらしー

えごかす

おじくまる、ついぐなー

おたたねをしー

おちぶせんなー

おなる、おじよー

あやかす

たいそげにする、えばる、えらげにしー

t王っさtずる、』まし＼ちゃ』アる

ぼいだす
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標準語 方 ヱ仁ニゴ

往復する いきたーきた一、えきたーきた一、えったーきたー

大声で叫ぶ がいなこえをしー

大声で叱る どなる

大騒ぎする おーはいごん

遅らせる おくれ一、おくらせ一

怒る おー、一ー一一
おごる はまる

教える いいてきかせる、えってかせ一
おじけづく おぞけがしー

押し込む ついっこむ

押し込める おしこめー
お世辞を言う じようじをL、う

おだてる もちゃげ一、おだてー

落ちる ぼろける、しfこる
大人びている おせげな、おせらいちょ一

おべんちゃらを言う じようじをついかう

恩着せがましくする おんがましにし一
帰りたくなる えのーたんなー

帰る えの一、えのる
かがむ ついぐな一、しゃがむ

陰千しにする かげぼしねし一
傘に入れる かさねひゃーらせー

火事になる くわじんなー

風邪を引く かぜをふく
数える かじえ一、かじれー
片意地を張る きこをはる、きこはり

かっ〈： えなー

化膿する おむ、おんだ

からかう かまう
かんしゃくを起こす やけくそをおこす

頑張る ぎばむ

気が遠くなる きがとおんなー

気が向く きがみく

気取る きどー

気張る きばー

逆上する のぼせる

興ざめする

腐る えたむ、くさ一、せる、せった

苦情を言う こごとをいう

くすぐる こそばかす

くすぶる しもる、しもー
くずれる くじれー

口答えをする くついごたえをし一

くれる ごす、あげる

化粧する めかしこん
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標準語 方 ：二1

結婚する えっしょねなー
煙る しもる、しもー

言を左右する いいわけ、あげいやーこげい一、あげこげ

ごそごそする ここーそどがね

ご馳走になる よばれ一、こっつおになー

ご飯を茶碗に入れる めしをちゃわんねもる
ごまかす まんちゃら、ちょろまかし、どまかす

転ぶ まくれる

怖がらせる おぞがらせ一、おそらかす
探す たじね一、とめ一、さんごーする

刺さる ささ一、しばーがたつい

冷ます さませ一、さます
さわぐ はえごん、はいごん

静かになる おとなしんな一、おだやかんなー

支柱をとりつける しけをかー

失神する きーしなー（気を失う）

知ったかぶりをする しったふーをし一、しっと一ゃなふーをしー

失望する がつかーする

死ぬ しのー
縛る しばー

渋を抜く あわせー

しゃがむ しわーこむ（座り込む）、っしベホなー

じゃれる つばえー

出産する めやしんなー

正気がなくなる

炊事や給仕をする だいどこをしー

すすぐ えしぐ

すっかりご馳走にな おーちょうだい、おーよばれ、えっとよばれー

る

捨てる して一、してる
すねる ふて一、ふてる

滑って転ぶ しべってまくれー

擦り切れる しーはげー
すりつける こし一ついけ一、ねしく一ついけー

座る ねまる、ねまー

正座する かしこま一、ええちゃんこ

E更が出る せきがで一、せきをついく

責任を負わせる せきにんをねすくる
王子らにする ならす
肯向 ＼ノ 7士E,;;, マ たかねおー

叩く しわぐ
ただれる ただれー

E士々をこねる やんちゃをこねー

立つ たてー

立て掛ける たてかけー
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標準語 方 = 仁コ

立てひざをする たてふざをしー
聞のあぜがこわれる たのあぜがめげる
束ねる そくー

編す どまかす
だらしなくする らしなし
小さく切る こまねき←

小さく砕く こますヨこじく
調子に乗る の一ば一じ
散らかす ついらかす
沈殿する とどる
使い果たす なーな一、なんな←
っかまる さばる
告げ口する ついげぐついをし一
つねる ついめくー

手足をまっすぐ伸ば のべる
す

停電する でんきがきえる

手向かう むかついてくー

問い詰める やーこめー
倒立する さかてんごになる

どなる どなー
鳥獣を殺す ころす

戸を閉める とをたてー
仲間にする どしねしーー
無くなる なんなる、しかんぽになる
殴る たたく、しえあぐ、なぐー
なすすべがない どげしょやもね
なぞる などる、などー

納得する なっとくしー
怠ける なまけー

難儀する えらいめをし一
臭いをかぐ ねおいをがく＼かじん
荷造りする にじくりをし一

二の足を踏む ねのあしをふむ
入浴する ふろにはえー（風呂に入る）、ふろねふや一、ふろねひゃー
盗む とる、のしむ、のしん
寝る ね一、やすむ、やしん

寝る（尊敬語） やしまれ一、やしまっしゃ一、やしんなは一
念入りに吟味する さんごーする

のぼせてしまう のぼせこんでしま一、のぼせあがー
墓に入る はかねふや一、もてえしをがぶー（重い石をかぶる）
吐く あげー

激しく怒る がし＼ねおこー

運ぶ もそぶ
走り回る かけじーまわ一、かけまわー
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標準語 方 τEきコ;c 

走る かける
話の調子を合わせる
腹が減る はらがなえ一、はらがほそんなー
腫れる はれー

干からびる ふからびー
引き受ける おけあ一（請合う）
ひっかく かぐー
ひっくり返す かえくらかす、ふっくーかえす
びっくりする おべる、おベー
ひどく転ぶ はねまくれ一、がいねまくれ一、ごーぎねまくれー
病気でうなる えたしておなっちょ一
病気になる わじらー（患う）、えたしんなー
ふざける つばえる
ぶつかる ぼついかー
ふてくされる ふくれー

太る こえー
踏み荒らす ふんたたく、ふんついらかす
弁償する かぶる、まどう
来ける ほーけ一、ぼけー

帽子をかぶる ぼーしをかぶ一、シャッポをかぶー
放っておく なげちよく
訪問する えく、まかいでる
ぼんやりする ほーけちょー
招く よぶ
氷に浸す めじねついけ一、めじんついけー
水に潜る めじねもぐー
みせびらかす めせびらかす
耳を澄ます 聞き耳をたてー
剥く はくや

むずかる やごをいう
胸焼けがする みなんとがやけー
もがく あじ一、あじくそをたれー
もぞもぞする ごそごそしー

反る えの一、えのる、もどー
もみほぐす
門別払いされる かどばらい
やきもちを焼く
焼く
役に立つ ゃくんたつ
ゆがむ えがむ
行き届かぬ ことんならん
ゆっくりと落ち着く おちらと
茄でる えでる
揺り動かす ふてぶー
結わえる えわいついける
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標準語
横になる
夜中に目がさめる
別れを告げる

様子

標準語
少し
たくさん
急に
ゆっくり
だいたい
あいにく
案外に
案の定
いくらなんでも
いくらも

以目IJから
常に－いつも
最も・一番
いつか
一向に
一生懸命に
いつでも
いつもいつも

今一歩のところで
今ごろ
うっかりして
有頂天
運良く
運悪く
遠慮なく
大げさに
おおよそ
惜しげもなく
恐る恐る
思い切り
思ったとおり
がむしゃらに
かろうじて
気軽に
きちんと
凡帳面に
気楽に
具合よく

ょこんなー
よなかねめがさめー
さいならしー

ちょんぼし

方 にコ

方 1'コe-

ろーちき、えっと、がいね、ばくたい
あただに、じきに
おちらと
たいげ、おーかた、おーね
えんばと

あんち、やっぱし
なんぼなんでも
なんぼも
じっとまえから、ちっとまえから
えついも
じんど、ちっと
えんまね
ぶでに、ぶでーに、ぼでに
がっしょで、がっしょがけで
えついでも、えついえき
たんびたんび（度々）、えついもえついも、ただもん、まえじ
（毎時）
もーちょんぼしで、もーちょっこしで
えまごろ、えまんごー
おっかーして
のぼせて、のぼせあがー
ええあんばいね
おんわりね
えんりょなし、じぎなしね
たいそげに、おーべんけね
たいげ、だいたい
おしげなし、おしもなさげね
おそーおそー
おもいき一
おもったやに
がっしょで
ほのって、やーやのことで
きやしに
しゃんと
ぎじよね
きやしに
ぐあいしけよく
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標準語 方 士仁ヨ

強ヲ｜に やめくた、やめくたさんぼ
父互に かわ一ばんこ、あとさき
ごっそりと そろっと
根こそぎ こめた、ごっと
このまま このまんま
こんな こげな

あんな あげな

そんな そげな
どんな どげな

最初に ことのはじめ、だいじよ
さっさと あっさーと
しきりに しき←に

じっと じっと
しばしば たんびたんび
しぶしぶ しかたなし
十分に ばくたい

しょんぽりと しょ／レごらと
知らない聞に しらんまね
じわじわと じねんに、じねんね
すぐに じきに、じきね
すごい fこいし7こ
少しも ちーとも、ちとだい、かいしき

すっかり てんで
すんでのことで えんばとした、えっぽどで（ょっぽどで）
賛沢な ご一ぎな、たいそな
是非とも どっちめっち、どげぞ、どげでも、どーでも

全部 ごっと
そっと そろっと
そろそろと ぼちぼち
きちんと ちゃんと
たやすく めやしく、めやしね
だらだらと じじらね、しまーがね
ちょっとやそっと ちーとやそっとで
次々に じじらね
続けざまに たてついじけね
適当に・いいかげん めげばこきめ

できることなら たいげなら、できーことなら
どうにか どげぞ
どうにでも どげねでも、どげなと
どうにもこうにも どげだえこげだえ
どちらでも どっちでも
どっかりと ｜どっかー
突然に あただに
どっちにせよ ｜どっちめっち、どちめち
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標準語 方 ！二I

とんでもない えなげ（意外なつ）

なにかしら なんだえ、なんだえら

なにしろ なんてて

なんやかや なんだえかだえ

なんでもかんでも なんもかんも

なんとかして どげぞして

なんとまあ なんとまー

なんなりと なんでも、なんなーと
似たり寄ったり にたーょったー

のんびり おちらと
馬鹿げた だらついけた

馬鹿らしい だらついけな

始めから だいじょカ〉ら

派手な

久しく ふさしぶ一

ひょっこりと えんばと

貧相な ひんそな

敏捷な はしtナな

無愛想な あいそなし
不快な きしゃがわり、きしゃくそがわりー

不器用な ぶさいくな

くだらない ついまらんげな

無作法な ざまくな

ぶざまな ぶさいくな

不十分な ついーとはんば、どちはんじゃく（中途半端～どちらへも半尺
足らずつ）

平気で おてんぺ

偏屈な へんくそ

変な えなげな

ほんのわずか ほんのちょんぼし
本当に ほんね
まっ7こく てんで
決して かなに、かなね
まもなく じきに、じきね

無責任な なげやーな

むやみに やめくた

無理やり やりんもり

もう少しで もーちょんぼしで、もーちょんぼで

もっと もっと
もともと だいたい

もうすぐ もーじき
やたらに やめくちゃね、やめくたね

やっとのことで ほのって
やっぱり やっぱー
容易に まげに、みやしげね



標準語

陽気に

よくよく

よそよそしい

幼児語

標準語

神仏

神仏をおがむ詞

太陽

月

星

雨

雪

傘

濡れる

水たまり

雷

風

石

砂

化け物

幽霊

恐ろしい

牛

j馬

豚
犬

猫
ねずみ

Iこ才コとり
すずめ

魚

金魚

かえる

虫

毛虫

セミ

蜂

花

手L
おかゆ

ごはん

餅

めん類

.l:iド

おらおら

よーね

しょしらと（他人げな風）

のんのさん

あつあ

おひさん、おてんとさん

おついきさん

ほし

ぶちゃ

ぬれー

めじたまー

かんなーさん

えし

しな

ばけもん

ゅうーれい、いーれい

おじぇ、おじぇー

おし

おま

ぶた

えの

才ヨこ
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方 仁コ

方 ＝ 仁ゴ

こねら（小ねずみ）、おおねら（大ねづみ）

にーイフし一

ちょんちょ
たし、fこし、

かえる、ぎやーご

もし

けもし

はつい

ちち

おかえさん、おかし、さん

まんま

あんも、あんもさん、あもさん

おどん、そば

まーこ
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標準語 方 i§ 

みそ汁 めそしー
湯 し、

水 めじ
酒 さけ

菓子 ええもん、えーもん
食べる く一
飲む のん
なめる なめー
噛む かん
吐き出す げろをだす
口を聞く あーん
茶碗

皿 てっそ、さら
包丁 ほーちょ
切る はやす、きー
焼く

煮る

腐る くさー

着物 おべべ
晴れ着 ええべべ
きれい きれー
綿入れ わたえれ
ねんねこ ねんねこ
暖かい のしのくい
布団
おしめ もちき

帽子 シャッポ、ぼーし
足袋 たび
手袋 てぼくろ
手ぬぐい てのごい、てのご
新t くつい
下駄 げた
ぞうり ぞーり
針

汚れ物 ちゃなちゃな
きたない ちゃなちゃな
風呂 ぼんぼ、ぶちゃ
電灯 でんと
タノtコ
うちわ おついわ
時計 とけー

銭 ぜね
頭

目

耳
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標準語 方 仁コ

！質 ほーべた、ほーげた

舌

手

1愛 ぽんぽ

足 あしこ

大使 うんち、うんこ、おんこ、あんこさん

小便 しつこ、しょんべ

つば ついば

くしゃみ くしゃみ

咳 せき

病気 やまえ、えたし

けが あいまつい

とげ しば一、しばり

血 てコし、

注射 ついーしゃ

葺を くし一、くしり、くそ一、くそり

てんかふん

人形 でこさん

太鼓 たえこ

車 ぶーぶ、くーま

鉛筆 えんびつい、えんべつい

文字 じ

手拍子

抱く かかえ一、だく

背負う おう

肩車 てんぐーま

水遊び めじあそん

寝る ねんね

座る ちゃんこ

正座する えーちゃんこ

起きる おきー

這う は一

立つ fこっち、 fこっfこ
歩く どんどん

なでる かわいかわい、ほんそほんそ

くすぐる こちょこちょ

つねる つめく一、つめくる

叩く ぺんべん
。とる めー

捨てる lまし、

投げる ぽーん

落とす ぼろかかす、おとす

降りる おりー

上がる あがー

隠す ないない
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標準語 方 仁ご1

しまう しまー
倒れる まくれる

泣く えんえん
怒る おごー
おじぎする こんちこんち
あいさつ

挨拶

標準語 方 にコ

朝のあいさつ 「おはよさんでごぎいましてね」、「おはよごさいましてね」、「お
はよさんでして」

昼のあいさつ 「こんにちは」
夕方のあいさつ 「ばんじましてね」、「ばんじましたJ
夕方、まだ仕事をし 「まーじくらんなましたがねJ、「ばんになーましたけんそろそ
ている人へのあいさ ろしまってごしなはいよ」、「そろそろしまいましょやね」、「こ
つ ばやねおしまいなさいませ」
伐のあいさつ 「こんばんは」
暖かくなった日のあ 「のくんなーましたがね」、「のくんなーゃんなーましたねJ、
いさつ 「えーかんごろねなーましたがね」
涼しくなった日のあ 「しじしん（涼しく）なーましたね」、「「しじしかぜ（涼し風）
いさつ がふくやーね（吹くように）なーましたね」
久しぶりの恵の雨の 「ひさしぶーねええ（良し、）おれ（潤しつがしましたがね」、「ひ
ときのあいさつ さしぶーのえーあめでしたね」
長雨のときのあいさ 「まーじ毎日しけしけしましがね」、「まーじよーふーましがね」
つ
暑い日のあいさつ 「まいにちあついことでしがねJJまいにちのくことでしがね」、

｜のくございましがね」

寒い日のあいさつ 「さみ（寒しつことでございますム「わけてもきょーはさび（寒
い）ことでして」、「さび（寒い）ございましがね」

訪問のあいさつ 「とーし（いつも）ねありがとございましてね」、「こんにちは、
ただも（たびたび）ありがとございましてね」

客を迎えるあいさつ 「おいでなさいましたねJ、「まーよーおいでなさいましたね」、
「さ、どーぞあがってごしなはえ」、「よーごだっしゃった」

辞去のあいさつ 「しんませんでしたね」、「えついもえついもありがとございま
してねJ、「ほんならしついれ（失礼）しましけんね」

先に帰るときのあい 「ほんならちょっこしさき（少し先）ねしついれさせてもらい
さつ ましけんね」、「ひとあしさきねしんません」
見送る人のあいさつ 「またきてごしなはいませね」、「またごだっしゃいね」
手土産を渡す人のあ 「ついまらんもんでしが、、、、、、」、「わじかなもんでしが、、、、、」
いさつ

土産を貰うときのあ 「めやげゃなんかえもらったててえけませんが、、、J、「こりゃ
いさつ しんませんね、だんだん」
物を借りるときのあ 「何々を、ちょっこしかせてごしなはえ（貸せて下さい）J、「か
いさつ せてごしなはえ」
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標準語 方 マ仁三三ヨ;-

借りた物を返すとき 「だいじなもんをおせわさんになーましたね」、「えらいおせわ

のあいさつ さんになってしんませんでした」
店に入るときのあい 「こんにちは」、「ただもだんだん」、「ごめんなはいして」
さつ
店を出るときのあい 「またくー（来る）けんね、だんだん」、「だんだんねJ
さつ
食事：を勧めるときの 「はししてごしはい（下さい）ませJ、「なんだいあーませんだ
あいさつ どもあがーまして（お上がりになって）ごしなはえ（下さい）」、

「まーじふかげんなもんだども（不加減）、たべてごしなはえ」
食べ始めるときのあ 「ほんならじぎなしねよばれましわ」、「ほんならじぎなしねち
いさつ ょ一だいしましわ」、「ちょだいしまし」
食べ終えたときのあ 「ごっつぉーさんになーましたJ、「ごっつおーさんでした」、「め
いさつ じらしもんちょ一だいしました」、「えらいごっつおーさんにな

ってしんませんでしたね」
年末のあいさつ 「えとし（良い年）をむかえなさいませやねJ、「ことしもまた

おしついまーましたね」、「せき（年の瀬）になーましたね、ら
いねんはえとし（良い年）ねならにやえけませんがね」

年始のあいさつ 「おめでとうごさいます、こしもかわーませじ、よろしくおね
がいしましけんね」、「ことしもかわーませじよろしくたのんま
しけんね」

見舞いのあいさつ 「こないだ（先日）は、ちよーしがわりかったげで、かげんは
どげねしやらねつ」、「そーからのち（あれから後）のぐあいは
どげねしやらねつ」

お悔やみのあいさつ 「こちらさんには休んでおいでましたね、お取り直しができま
せだったげねして、まことにお気の毒なことでございましてね」

結婚を祝うあいさつ 「この度は結婚なさいましげねして（結婚なさるそうで）、ま
ことにおめでとーございました」、「お嫁さんがみえたげで、も
ことにおめでとうございます」

嫁を連れて近所を歩 「こんど家へ来てもらった嫁さんでしけーんね、よろしくおねが
くときのあいさつ いします」

道具

標準語 方 士仁ゴ

鍋・釜の種類

包丁の種類 菜きりぼーちょ、菜はやしぼーちょ、でば、さしみ
まな毛皮 まなえた
台所用品の名前

茶碗・食器類の名目IJ てっそ（皿）
煮炊きに使う道具
餅っきに使う道具 せいろ、こしき、ついきおし（揚き臼）、おついえた（打ち板）、

もろふた
かまど ｜くど
鎌の種類 きこーがま（木こり鎌）、くさかーがま（早刈鎌）
鍬の種類 まどくわ、 4本こ、しろし、たけんこはー
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標準語 方 ちzさコ' 

竹で編んだ龍の種類 そーき、おーぞーき、てがご、こめあげぞーき、えなえぞーき、
ごみとーぞーき

稲作用道具 せんば、さいどき、すき、とーみ
漁業用道具

山仕事に使う道具 おいこ（背負い）、せなかっぃ（荷を背負うときの荷重緩衝具）、

きこーがま（木こり鎌）、まさか一（マサカリ）

農作業に使う道具

神仏に関わる道具
船の各部の名称

裁縫道具 はーたて（針立て）
牛馬を飼育する道具 はんぎ一、おしぎ一、みじのんたが
家の各所の名前 あがーはな（座敷へ通じる一段下がった板場）、はーくち、ひ

ゃーくち（入り口）、こふら、おしろくち（後ろ口）

調査用

標準語 方 酉
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